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本書は，大学における理・工学部，環境系学科などの専門基礎科目として無機化学を学習する

学生を対象とした教科書または参考書として書かれたものである。著者らによる無機化学全般を

網羅して書いた『現代の無機化学』（合原 眞，井手 悌，栗原寛人，三共出版）があるが，通年

の講義に対応できるよう書いたものである。今日の大学のカリキュラム変化（半期終了）や学部

の多様化に対応し，今回の本書は元素の部分を割愛し，新しい事項の導入を行った。 

本書の特色として，学生諸君が興味を持つように，身の回りの生活現象とのかかわりを考慮し

て執筆し，コラムにも積極的に取り上げた。また，無機化学の重要事項の図表を多く使用して理

解しやすくした。無機化学の基礎理論に加えて，電気化学，錯体の化学，生物無機化学，セラミ

ックス関連の章を設けて，学部，学科の特色に応じて適宜選択できるようにした。このことによ

り講義受講の対象が広がると考えられる。身近な無機材料化学・先進的セラミックスでは無機化

学の応用面の解説もしている。 

章末には重要事項のチェックリスト・章末問題を採用し，学生諸君の理解度の向上に努めた。 

内容は 9 章から構成され，各章の特色は次のとおりである。 

第 1 章から第 5 章までは無機化学の基礎理論を解説している。第 1 章「無機化学を学ぶにあた

って」では化学の発展，化学用語，濃度など基本事項を解説している。第 2 章「原子の構造」で

は原子の構造，前期量子論，原子の物理化学的性質と周期表の関係など，第 3 章「化学結合と分

子の構造」では分子について原子価結合法，分子軌道などから解説している。第 4 章「固体の化

学」では固体を構成する原子の結合力，格子エネルギー，単位格子と結晶面などを解説している。

第 5 章「溶液の化学」では水溶液の性質（基本事項，イオンの水和など），酸・塩基反応などを取

り上げている。 

第 6 章から第 9 章では専門分野に応じて選択できるように各分野を取り上げている。第 6 章

「電気化学」では電極電位，電極系の種類，可逆電池とその起電力などを解説している。第 7 章

「錯体の化学」では錯体の定義，立体化学，配位結合，キレート化合物，錯体の反応などを取り

扱っている。第 8 章「生物無機化学」では生体内元素，金属の役割，酸素運搬体，金属酵素など

を解説している。第 9 章「身近な無機材料化学と先進的セラミックス」では無機材料の特徴，身

近な製品の素材，先端セラミックス材料などを取り扱っている。 

なお本書の内容，構成について不備な点があると思うので，お気づきの点などをご指摘いただ

ければ幸いである。 

終わりに，本書の出版にあたり，ご尽力いただいた三共出版（株）の方々，特に石山慎二氏に

厚く感謝の意を表したい。 
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